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高等部 「ふれあい・心のステーション」 

中学部 「水泳学習」 

小学部 『むこアカ』スタート！ 

 

 「新入生を迎える会」が行われました。２・３年生がダンスや歌を披露し、
新しい友達を温かく迎えました。また、１年生からはお礼の発表がありまし
た。中学部全体で行う初めての行事は、生徒達の笑顔にあふれた楽しい
会となりました。 

 

自立活動支援担当より 「教職員研修会」 
自立活動支援担当者主催による教職員研修会を実施しました。研修会では、発達、

教材・環境整備、コミュニケーション支援、肢体不自由の子ども達への関わり方や支援
をテーマに学びました。子ども達の姿を発達的な視点から捉えるための理解を深める
とともに、日々の実践を振り返りながら、一人一人に応じた支援や環境づくりについて
考える機会となりました。今後も教職員の専門性向上を図り、子ども達の成長を支える
支援の充実に努めてまいります。 

「art」「MUSIC」「のりもの」「ブロック・パズル」「ICT」「sports」の
カテゴリーに分かれ、学年や学級の枠を越えて取り組んでいます。自分
の「好き」や「得意」を生かしながら、主体的に活動へ参加し、好きなこと
に没頭できる時間となっています。今後の子ども達の姿も楽しみです。 
 

生徒指導部より 「交通安全教室・自転車安全教室」 
向日町警察署から講師をお招きし、交通安全教室と自転車安全教室を

開催しました。交通安全教室では、講義やDVDの視聴に加え、実際に横断
歩道を渡る練習を行い、安全な道路の渡り方について学びました。自転車
安全教室では、自転車を乗る際のルールや安全な乗り方、ブレーキのかけ
方等、具体的なポイントを教えていただきました。児童生徒は、楽しみながら
学んだことを実践するとともに、交通ルールを守り自分の命を守ることの大
切さを改めて考える機会となりました。 

研修・研究部より 「全校研究会 子ども達の好きなこと、得意なこと」 
本校では、子ども達一人一人の「好きなこと」「得意なこと」を大切にしながら、学びにつな

がる授業づくりに取り組んでいます。そのために、教職員が対話を重ね、それぞれのアイデアを
生かしながら授業を考えています。 
今年度は、６月・７月・８月に研修会や研究会を行い、子ども達の実態や教育的なねらいを

大切にしながら授業をつくることについて学び合いました。また、２学期の学習や「むこうがお
かアカデミー」の授業内容についても、グループで意見交流を行いながら検討を進めました。 
研修後のアンケートでは、「授業づくりの考え方への理解が深まった」「子ども達が楽しみなが
ら学ぶ姿を思い描くことができた」「前向きな気持ちで授業づくりに取り組めた」等の声が多く
寄せられました。今後も、子ども達一人一人の可能性を広げる授業づくりを、全校で進めてい
きます。 
 

9 月 10日(木)に大丸京都店にて「ふれあい・心のステーション」が開催さ
れ、職業キャリアコースの２・３年生が販売しました。販売を終え、「大変だったけ
ど、たくさん売れて良かったです。」という感想も聞かれ、達成感に溢れていまし
た。御来場いただいた皆様、ありがとうございました。次の販売に向けて、各作業
種で新たな製品も製作しています。学校祭や長岡京市役所「おいでよ♪ほっこり
んぐ」でも販売を予定しています。ぜひ、高等部の生徒の頑張って作った製品を
御覧ください。 

２学期になり、中学部では、長岡スイミングスクールで水泳学習を行いました。
水中の動き方や泳ぎ方をコーチに教えてもらいながら、楽しく学ぶことができま
した。生徒の中には、ビート板を使って水中に浮びながら、進んだり、バタ足をし
たり全身を使って元気よく取り組むことができました。 


